






























10月 11月 12月 平成17年@1月 2月 3月 小計 年間合計
外i入 外｝入 外i入 外｝入 外i入 外1入 外i入 外i入
腹　　部 gi　255i　184i　27101296i　20 9｝　18 43｝137105i　259
胸　　部 540i　429600i　54051i　5505i　4785ggi　456654i　5033， 4gi2，9566，670i5，412
躯　　幹 α　6 2i　3 11　2 8i　1 1i　1 3｝　1 15i　1432131
四　　肢 oi　3 01　3 2i　2 2；　41 oi　5 1i　2 5；　191 12｝32
胃 oi　O 1i　O oi　O 0｝　1 α　　0 31　118；　1
注　　腸 oi　o
2；　O
盾堰@O oi　o 1；　o 0｝　0 oi　1 11　1 1｝　1
胆　　嚢 α　0 oi　O α　0 oi　O α　0 oi　O oi　O oi　O
腎　　臓 oi　l盾P4 oi　O oi　O oi　O oi　O oi　1 oi　2気管支
oi　O
盾堰@33 oi　2 oi　3 α　0 oi　1 oi　13oi　32
アンギオ α　0 oi　o ol　o oi　O α　0 oi　o　oi　Oα　2CAG oi　7 oi　4O｝03 oi　3 oi　4 oi　7 oi　8　0i　33oi　56PTCA α　1
Oi　2
α　0 0；　0 oi　O α　0　01　1oi　2
P　TA 1｝　0 oi　O α　1 1｝　1 0112i　5 3｝　17
シャント o｝　1 7｝　ユ ユi　o 2｝　OI 3｝　2 1i　Oし 14｝　428｝14
マ　ン　モ α　0 oi　O α　0 oi　O oi　O oi　O oi　O oi　O
その他 oi　7 2i　6 oi　5 oi　71 oi　4　α　102i　393i　64
小　　計 549｝48661gi　578460i　591528i　527610i　49766815453， 34i3，2246，872i5，925
（内CR） 54gi　46460gi　564　3 45815815251512606i　482667｝5253，414i3，128　　卜U，822i5，739






10月 11月 12月 平成17年@1月 2月 3月 小計 年間総計
外…入 外i入 外i入 外；入 外i入 外i入 外…入 外1入
頭　　部 1i　12 11　133i　7 2i　gI 7i　1211　1015i　6348i　158
頚　　部 31　2 1｛　o 1i　2 11　0 2i　3 1i　1 91　810i　20
胸　　部 158i　65128i　66121i　69114i　68112i　5915α　69783i　3961， 23i　799
腹　　部 8i　271 41　8 gi　14 81141 6i　256i　16411104　1 72i　183
骨　　盤 2i　3 oi　1 1i　3 1i　2 3…　4 2i　5 gi　1810i　22
椎　　骨 1｝　0 0……　0 oi　1 1i　21 oi　1 o｝　2 2i　6 5i　11
その他 4i　6 7i　6 51　5 6i　5 41　6 5i　331i　3146143
小　　計 177i　11541i　941 0i　101133i　100134i　110652…1068goi　6261，814i　716






10月 11月 12月 平成17年@1月 2月 3月 小計 年間総計
C　R 1，180 1，372 1β06 1，246 1，234 1，429 7，767 15，196
C　T 2，147 1，615 1，768 1，610 1，666 2，070 10β76 22，479
4　切 0 23 13 21 5 30 92 288
DUP　半　切 19 71 19 36 33 49 227 440
DUP　大　角 13 20 8 30 24 19 114 370
CD－R 36 34 20 30 33 33 186 382
計 3，395 3，135 3，134 2，973 2，995 3，630 19，262 39，155
　CR・CTともに安定した画像を保っていると思います。今後も安定した画像を提供できるようにフィルムの
品質管理・機器メンテナンスを行っていくように努めます。
一60一
研究発表
　平成16年12月・画論104ザ・ベスト・イメージ
優秀賞受賞及び撮影・画像作成手法発表
「気管支内結石と気管支の位置関係を表現した画像」
輪島　大吾
参加した研修会・講習会
平成16年1！月
平成16年ユ2月
平成17年1月
平成17年2月
・第399回札幌肺を診る会
　「胸膜浸潤肺癌に対する胸腔鏡手術」
・第3回CTテクノロジーフォーラム
　「再構成関数と胸部CT画像」
　「胸部CT撮影の現状」
　「再構成関数と胸部CT画像」
　「胸部CT画像における被曝と画質保証」
　「テクノロジーの進歩と肺画像診断」
・北海道ヘリカルCT研究会
　「画像情報処理・解析に於けるイメージラボ部門の構築と運用経験」
　「X線CT装置の基礎」
　「脳外科手術に必要な三次元画像」
・第2回北海道アンギオ画像研究会セミナー
症例及び撮影技術報告　三例
　「頭部画像の読み方」
　「フラットパネルディテクタのDSAについて」
　「大動脈瘤について」
・札幌市放射線技師会会員勉強会
　「患者接遇について一職場での取り組みについて一」
平成16年度反省
　新体制になり当初は各先生方をはじめ各部署の皆さんにご迷惑をかけたと思います。申し訳ありませんでした。
指導不足・業務マニュアルの不備等が要因であったのではないかと考え、その後は科内で検査手順の再確認・業
務マニュアル等の作成を行い、改善を図るように努めました。
これからの展望
　より的確な安定した画像情報を提供・管理するように努めるため平成16年度に取り組んだ目標を継続して行っ
ていくとともに検査・業務マニュアルの充実を図り医療事故防止に努めていきたいと思います。また、新しい進
歩や技術を駆使できるようにしておくとともに患者さんのためになる事が実証されている検査手技等を適用でき
るように市内の研修会だけでなく長期間の研修等に参加できるようにしていきたいです。
一61一
